
長岡市

長岡市土木部下水道管理課計画係担当部署

中島・蔵王・坂之上処理分区及び川崎・中沢排水区実施箇所

平成16年度～平成25年度実施期間

　長岡市の柿川、稲葉川流域は浸水被害が頻発しており、雨水

対策が緊急の課題となっている。このため、平成11年に都市雨
水対策協議会を設立し、浸水被害解消のための検討を行ってき
た。協議会では、公共事業による雨水施設の整備と合わせて、
治水安全度向上のために流出抑制施設の必要性が指摘されて
いる。

　そこで、流出抑制施設の一つとして、個人住宅等における雨水
貯留槽設置の普及を目指す。普及促進を図るため、貯留槽を設
置する際に、設置費用の一部を市が助成する。雨水貯留施設に
より、降雨時に屋根雨水の流出が抑制され、浸水被害の軽減が
図られる。

　また、貯留した雨水は晴天時に花壇の散水などに利用するこ
とにより、地下浸透し、良好な水循環を形成する。

　更に、これらをPRすることにより、市民の雨水対策及び水循環
再生への関心を高めていく。

事業目的

　柿川、稲葉川流域である中島・蔵王・坂之上処理分区及び川

崎・中沢排水区内の一般住宅において、雨どいに接続した雨水
貯留槽を設置する。

　設置にあたっては、「長岡市雨水貯留槽設置補助金交付要綱」
に基づき、長岡市が設置者に対して設置費用の１／２（2万円を

上限とする）を助成する。

○平成16年度助成予定数　　　　　　100基（貯留量約 20ｍ3 ）

○平成17～25年度助成予定数　　　900基（貯留量約 180ｍ3 ）

○全体計画　　　　　　　　　　　　　　1,000基（貯留量約 200ｍ3 ）

事業内容

長岡市事業主体

水環境創造事業　水循環再生型事業種別

長岡市雨水貯留槽設置補助金交付事業事業名称

雨水貯留槽利用のイメージ図
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